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12 生態系フィールド調査の概要

ＪＴの森重富における「生態系フィールド調査」年間報告2019

◆目的

JTの森重富の社会的価値向上にむけて、動植物のモニタリングを行うことにより、森林生態系の
変化に迅速に対応できるようデータを更新するとともに、保全のための森林管理（ゾーニングへの
活用）や、教育等への活用を図るための基盤情報を集めることを目的とする。

◆調査実施概要
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調査回 月日（いずれも2019年） 調査者

第1回 7月8日（月）～11日（木） ※ほ乳類データ回収6/13
※8日セミナー講師（コルテーヌ上野様）打合せ、9日:
協働調査

北澤（エ）全日程
南（森）7/8-9および6/13

第2回 9月17～20日 ※ほ乳類データ回収9/13
※18日：協働調査、19日：セミナー講師（鹿大鈴木先
生打合せ）、20日NHKロケハン同行

北澤（エ）全日程
南（森）9/18-20および9/13

第3回 11月11日～13日 ※ほ乳類データ回収11/10
※12日：協働調査

北澤（エ）7～12
南（森）11/10, 12

エ：（株）エコロジーパス、森：鹿児島県森林組合連合会



2. 調査の結果（ほ乳類）
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うり坊を連れたイノシシの群れ
（2019/6/8）
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2. 調査の結果（ほ乳類）

◆調査の目的

森林性動物は生息環境である森林の状態によって種組成や個体数が左右されるため、森林の健
全性の指標となる。同時に、動物が生態系の状態を大きく変化させる要因になることもある。2017
年、18年には全国で農林業被害を発生させているニホンジカや外来種チョウセンイタチ等が確認
され、今後の推移が注目される。本年度は主にほ乳類の生息状況把握を目的として、センサーカ
メラでの自動撮影調査を実施した。

 年度当初はセンサーカメラ5台をぬた場
・岩穴前・水辺尾根道・沢・沢西尾根道
にを仕掛けた（右図） 。

 さらにシカが高標高側から尾根沿いに
つたって侵入してくる可能性が考えられ
るため、6月以降、ぜんその尾尾根道・
さくら見晴台尾根道にそれぞれ1台ずつ
追加設置した。

 7月、9月、11月の調査時に、メンテナン
ス（電池交換、動作確認など）及びデー
タ回収をおこなった。

◆調査の方法
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2. 調査の結果（ほ乳類）

 本年度、11種（イタチ科sp.、ヒト、不明種を除く）が確認され、イノシシ、タヌキ、アナグマ、ノウサギ
、テンの順に頻度が高かった。上位5種は昨年度と同種が占めており、大きな変化は見られない。

 ムササビは2014年度にも記録があるが、高い確度で同定できたのは本年度が初確認。

 懸念される動物である外来生物のチョウセンイタチ、ノイヌ、ニホンジカは見られなかった。ノネコ
は複数のカメラで記録されたものの、撮影頻度は昨年度までと同様低かった。

 5月に猟銃を持つハンターの姿が、水辺尾根道にて撮影された。これまでにも猟犬やハンターの
姿が撮影されているが、薬莢や銃声は確認されておらず、森内での発砲はないと考えられる。

№ 科和名 種和名
凹地
ぬた場

岩穴前 沢
水辺
尾根道

沢西
尾根道

さくら
見晴台
尾根道

ぜんそ
の尾
尾根道

合計

1 ウサギ科 ノウサギ 2 8 8 1 16 38 7 80
2 モグラ科 ヒミズ 1 1
3 リス科 ムササビ 1 1
4 ネズミ科 アカネズミ 4 31 1 16 52
5 イヌ科 タヌキ 13 1 38 33 144 6 24 259
6 イヌ（猟犬） 1 1
7 イタチ科 テン 10 2 26 3 9 4 54
8 イタチ 15 1 15 31
9 アナグマ 5 14 2 36 78 15 150
10 イタチ科ｓｐ 1 1
11 ネコ科 ノネコ 1 2 1 1 5
12 イノシシ科 イノシシ 142 2 137 79 54 83 111 608
13 ヒト科 ヒト 1 7 8
14 1 7 3 2 13

191 53 229 175 288 89 157 1182
8 8 9 7 5 2 6 11種数計

不明
個体数計

子ウサギ
（2019/6/8 沢西尾根道）
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2. 調査の結果（ほ乳類）

 弊社が調査に関わった2014年度から本年までの記録を下表にまとめた。

 総じて森のほ乳類相に大きな変化は見られず、森林環境がすぐに大きく変わる兆しはない。

 ただし以下の種については、今後の定着度合いを注視していく必要がある。ニホンジカ：在来種
だが各地で森林生態系のバランスを崩すことがある。チョウセンイタチ/ノネコ：外来種として生
態系を脅かすことがある。

カメラ
6台

カメラ
4台

未実施
カメラ
6台

カメラ
6台

カメラ5台
+

追加2台

2014 2015 2016 2017 2018 2019
1 ウサギ科 ノウサギ 12 1 11 46 80 150
2 モグラ科 ヒミズ 1 1
3 リス科 ムササビ 1 1 2 2014年の記録は同定の確度が低い
4 ネズミ科 アカネズミ 10 52 62
5 ネズミ類 10 3 35 48 体サイズが小さく種まで同定せず
6 イヌ科 タヌキ 12 12 6 105 259 394
7 イヌ（野犬） 1 2 3
8 イヌ（猟犬） 2 4 1 7
9 イタチ科 テン 16 12 23 55 54 160
10 イタチ 6 16 31 53
11 チョウセンイタチ 1 1 同定の確度は低い
12 アナグマ 15 8 27 128 150 328
13 イタチ科ｓｐ 1 1
14 ネコ科 ノネコ 3 2 27 2 5 39
15 イノシシ科 イノシシ 331 90 106 160 608 1295
16 ニホンジカ 5 5
17 ヒト科 ヒト 4 8 12
18 7 32 13 52

387 127 241 523 1182 2460
8 7 12 13 14 18

備考

不明
個体数計
種数計

2014
～2019
計

種和名

水辺の小道周辺
のみに設置

尾根～谷（水辺の小道）
を含む森全体に設置

№ 科和名



3. 調査の結果（植物）

左上：ナンゴクカモメヅル、右上：リュウキュウヌスビトハギ、左下：バクチノキ、右下：ヒメアザミ
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◆調査の目的

 森林の基礎情報としての植物種リスト作成、新たな植物種の侵入・定着や消失を監視し保全管
理の方向性を検討、さらに生物季節（生きもの暦）の情報を蓄積することで「いつどこにいけば
何が咲いているか」といった情報提供を可能にすること、等を目的として、各時期に森で見られ
る植物の生物季節（フェノロジー）調査を実施した。

A

B

C

◆調査の手法

 遊歩道を右図のＡ～Ｃの３区間に分けてくまなく歩き、
区間ごとに遊歩道沿いの開花、結実している植物の
状況を記録した。

 また新葉が目立つ、むかご、紅葉などの特殊な生物
季節（フェノロジー）に関する情報があれば、あわせて
記録した。

 任意で写真を撮影し、GPSによる位置情報を写真に
付加して保存する。
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3. 調査の結果（植物）
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3. 調査の結果（植物）

JTの森重富で見つかった植物種数： ４51種

うち外来植物種数： ３０種

うち鹿児島県レッドリスト2016記載種数： ３7種

◆絶滅危惧Ⅰ類： １種 マルバテイショウソウ（国:危惧Ⅱ）

◆絶滅危惧Ⅱ類： 7種 エビネ（国:準絶滅）、オオバタネツケバナ、キエビネ（国:危惧IB）、キヨスミウツ
ボ、クロヤツシロラン、ナンゴクカモメヅル（国:危惧IB） 、ヒカゲアマクサシダ（国:危惧IB） ※前年度記載のツル
ギキョウはツルニンジンに修正

◆準絶滅危惧： ２８種 イチイガシ、イヌアワ、イヌガヤ、キハダ、ケヤブハギ、サルナシ、シオデ、ジャ

ケツイバラ、シュスラン、ツクシショウジョウバカマ、ツリバナ、ツルニンジン、トラノオスズカケ、ナガバジャノヒゲ、ナ
ギラン（国:危惧Ⅱ）、ナキリスゲ、ニッケイ（国:準絶滅） 、ノガリヤス、ハナタデ、ヒメキンミズヒキ、フジ、マルバマン
ネングサ、メナモミ、ヤクシマアカシュスラン（国:危惧Ⅱ）、ヤブタバコ、ヤマイタチシダ、ヤマコンニャク（国:危惧Ⅱ）、
ヤマヤブソテツ

◆情報不足： １種 ガガイモ

※2014～2019年の6年間の調査、維管束植物が対象、種名まで同定できなかったものを除く

※赤字は本年度に新たに記録された県レッドリスト掲載種 ※ケラマツツジとヤマアジサイは絶滅危惧Ⅱ類、ス
ギ・ヒノキは準絶滅危惧であるが植栽由来のため、種数には含めたがレッドリスト記載種として扱っていない。なお、
ニッケイも植栽由来の可能性が高いが履歴不明のため、掲載してある。

2014年～2019年の調査によって、JTの森重富で確認された
植物（シダも含む）は以下の通り。

10

ナンゴクカモメヅル

◆全体概要



◆全体概要
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3. 調査の結果（植物）
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 2019年のフェノロジー調査および協働調査に
よって、絶滅危惧種2種を含む8種を新たに確
認した。これによって、この森で記録された植
物種数は451種となった。

 新規確認種は以下のとおり： アマチャヅル、
イヌアワ、コバノボタンヅル、ナンゴクカモメヅ
ル、ヒメアザミ、ヤマカモジグサ、リュウキュウ
ヌスビトハギ、サカキカズラ

 このうちイヌアワは鹿児島県のレッドリストで
準絶滅危惧種、ナンゴクカモメヅルは絶滅危
惧Ⅱ類（国レッドリストでも絶滅危惧Ⅱ類）に
記載されている。

 なお昨年までリストに記載されていたツルギ
キョウはツルニンジンに修正したため、積算
種数は7種の増加となった。

積算種数

絶滅危惧種
積算種数

イヌアワ
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◆森の花ごよみ

 2019年の調査では、131種（鹿児島県レッ
ドリスト掲載種9種を含む）が記録された。
2018年の184種と比較して50種以上の減
少である。

 ただし、この種数の減少は森林劣化の影
響ではない。本年度は3～5月の期間に
2019年度は調査ができなかった。そのた
め、スミレ類やキイチゴ類、ハナイカダ、ウ
ラジロ（新芽）といった、この時期に開花結
実する多くの種を記録することができなか
ったことが原因である。

 今年新たに追加された8種（前頁記載）は
、いずれも在来種である。この森では数が
少ないため、これまでの調査では発見で
きなかったと考えるのが妥当である。

 そのため、森の植物相に影響を及ぼす大
きな変化は本年度も生じていない。

＝凡例＝

植物ごよみの色

■つぼみ・花

■果実

■その他

観察コース

A：入口～第2展

望台

B：第2展望台～

くすのき坂下

C：くすのき坂

下～たてぼり坂

下
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3. 調査の結果（植物）

森の花ごよみの一部
※全体につい
ては添付資料
を参照。

種名 A B C
アオキ ● ● ●
アオギリ ● ●
アオツヅラフジ ●
アカメガシワ ●
アキノタムラソウ ● ● ●
アシボソ ●
アマチャヅル 葉確認 ●
アラカシ ● ● ●
イズセンリョウ ● ●
イヌアワ
イヌタデ ●
イヌビワ 紅葉 ● ● ●
イヌホオズキ ●
イノコズチ ●
ウバユリ ●
ウマノミツバ ● ● ●
ウリクサ ●
エゴノキ ● ●
エビヅル 紅葉 ●
オオバコ ● ●
オオバチドメ ●
オオバヌスビトハギ ●
オニタビラコ ●
オニドコロ ●
カエデドコロ ●
ガクアジサイ ●
カゼクサ ●
カタバミ ●
カヤラン ●
カラスウリ ●
カラスザンショウ ● ●
カラムシ ●
ガンクビソウ ● ● ●
キガンピ ●
キツネノマゴ ●
キブシ ● ●
キンミズヒキ ● ●
クサギ ● ●
クズ ● ● ●
クスノキ ● ● ●

観察コース植物ごよみ
7月 9月 11月
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◆森の花ごよみ

 夏（７月）： 全51種が記録された。に咲い
たクスノキやタブノキといった樹木、ムサ
シアブミやハナミョウガなどは果実が成長
し、代わって夏咲きのネムノキやテイカカ
ズラ、コオニユリやコクランなどが花を咲
かせていた。

 夏（９月）： 計57種が記録された。7月の
調査時に開花していたコクランやネムノキ
などが結実していた。クズやクサギといっ
た夏の花が開花しているとともに、シュウ
ブンソウやヌマダイコン、絶滅危惧種のト
ラノオスズカケといった草花が開花しはじ
め、秋へと季節の移ろいが感じられる。

 秋（１１月）： 計88種が記録された。サツ
マシロギクやツワブキといった晩秋の草花
が開花、ハクサンボクやクサギ、ムベ、トラ
ノオスズカケ、アキノタムラソウ、ヒメガンク
ビソウといった草木の多くが結実していた
。さらにツタやハゼノキの葉が赤く、イヌビ
ワの葉が黄色く色づき、秋の深まりが感じ
られた。

コオニユリ ハチジョウカグマの無性芽

サツマシロギク

トラノオスズカケ ヌマダイコン

マユミ果実
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3. 調査の結果（植物）
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4. 利活用に関する報告

環境フェスタかごしま2019ブース出展の様子
（2019/10/20）
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4. 利活用に関する報告

イベント名 実施日 実施場所
参加者/
対応者数

重富の森と錦江湾連続セミナー第1回
プロから学ぶ自由研究
～ くすのきの森と香りのチカラ ～

8月17日
（土）

JTの森重富/青少
年研修センター

15名

重富の森と錦江湾連続セミナー第2回
植物はどれだけ生きられるのか、どこ
まで大きくなれるのか？

11月24日
（日）

JTの森重富/脇元
地区公民館

10名

• 実施目的： 森の自然や文化等を学ぶ機会を連続セミナーと
して提供し、JTの森重富への来訪者数/頻度を増やし、森の
保全管理に携わる人材を育成する

• 実施結果： 第1回は本セミナーでははじめてファミリー（子供）
を対象とし、6組15名（主に親子）が参加した。満足度は高いも
のの、子供に興味を持たせ続ける工夫が今後の課題である。
2回目は大人向けで、普段自分でボランティアなどの活動をし
ている方を主な対象とし、シニア～50代が参加した。雨天のた
め野外活動はできなかったが、事前準備した植物観察や講義
によって、多くの情報が得られたことで、満足度は高かった。
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4. 利活用に関する報告

イベント名 実施日 実施場所
参加者/
対応者数

協働調査第1回 7月9日（火） JTの森重富 7名

協働調査第2回 9月18日（火） JTの森重富 3名

協働調査第3回 11月12日（火） JTの森重富 6名

• 実施目的： セミナーのリピーターを対象に、調査や森の動植
物について学び、また情報交換行うことで、関係を深める

• 実施結果： 3回計16名の内訳はシニアが中心ではあるが、鹿
児島大学の准教授や学生も参加している。ボランティア活動
に取り組む方も多く、森の動植物やその調査方法などについ
て積極的に学んでいた。また、参加者からセルロイド利用につ
いての映像DVDをいただいたり、周辺地域の歴史について
伺ったりと、参加者の方から事務局側が教わることも多い。そ
のため、参加者/事務局相互にとって、コミュニケーションの機
会となっている。
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4. 利活用に関する報告

イベント名 実施日 実施場所
参加者/
対応者数

環境フェスタかごしま
（主催：環境フェスタかごしま実行委員会）

10月19-20
日（土-日）

かごしま
環境未来館

19 日：159 名
20 日：279 名

• 出展目的：①森の情報を発信し広く市民に森を知ってもらう、
②環境団体との関係構築

• 出展内容：ブース内に以下の展示を準備した。①写真展示
（森の風景と森の動植物）、 ② 解説展示（森のインフォメー
ション、森のライブラリ）、③ 実物展示（森の落とし物、はてな
ボックスを使ったクイズ）、④ 体験展示（樟脳船、クスノキの
チップの展示）、クイズラリー：色々なブースを巡ってもらうため
の仕掛け。イベント主催者が設置

• 実施結果：土曜に比べ日曜の来訪者数が多く、その9割はファ
ミリー層で、既存のセミナー等の参加者とは異なる層に森を
知ってもらうことができた。はてなボックス・森の落とし物・クイ
ズラリーは広く興味を持ってもらう上で、また樟脳船はファミ
リーに詳しくクスノキを知ってもらう上で有効だった。森を詳しく
知りたい方は少数だったが、ポスター及び配布物（マップ、森
の教材）で対応した。
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4. 利活用に関する報告

「森の教材」の作成

• 実施目的： 環境教育等で森を利用す
る方を念頭に、森の魅力に関する情報
をまとめウェブ等で提供し、JTの森重
富が注目される機会を拡大する

• 実施内容： 今年は①クスノキ（樟脳と
の関連を含む）、 ②郷土の暮らしと森
の植物をテーマに選び、A4サイズで2
枚の教材にまとめた。

• 実施結果： 製作については、事務局
で作成した案について、外部有識者の
川原勝之氏（昨年度セミナー講師を依
頼）にコメントを頂いたうえで完成とし
た。完成した森の教材は、環境フェスタ
かごしまにて配布した。今後、2020年
度のセミナー告知の際に情報を添付
（郵送では印刷チラシ、メール告知で
はPDF）するとともに、ウェブ上での配
布を進める。

クスノキをテーマとした「森の教材」

写真や図表を入れ、説明文のイメージが湧きやすいよ
うに工夫した。
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5. 添付資料

ファイル名 対応ページ番号

JTの森重富＞2019年花ごよみ 12-13

JTの森重富＞2019年（センサーカメラ） 5-7

JT重富植物種リスト20191129 10-11

2019年写真リスト 各写真

第2章および第3章調査の結果に掲載した図表の元データ

ファイル名 対応ページ番号

2019連続セミナー第1回振り返り資料 15

2019連続セミナー第2回振り返り資料 15

第1回協働調査報告書 20190709 16

第2回協働調査報告書 20190918 16

第3回協働調査報告書 20191112 16

環境フェスタかごしま2019振り返り資料 17

第4章利活用に関する報告の情報源データ


